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若手研究者支援制度に関する説明会 



１．プログラムディレクターとしてのアドバイス 
 

 ・科学研究費補助金、特別研究員制度など 
  若手研究者の研究活動を支える外部資金 
  獲得に向けて 
 
２．京都大学におけるリサーチアドミニスト 
  レーション制度（URA室の設置）の紹介 
 

 ・リサーチアドミニストレーター（URA）とは 
 ・URA／URA制度と若手研究者 

今日、お伝えしたいこと 
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平成24年度/平成23年度 文科省科学研究費補助金新規応募状況  
（職種別） 

○平成２４年度 ○平成２３年度 
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プログラムディレクターとしてのアドバイス 

申請者は申請書を1つ書くだけ 

審査委員はたくさんの申請書を 
読まねばならない 

では、どうするか 

若手研究者支援制度に関する説明会 



１．最初のページを見たときの印象が大事 
   →審査員の注意を引く（「読みやすそう」という印象が大事） 
 

２．文章･表現が平易で読みやすいこと 
   →何度も読む。他人に読んでもらう。誤字･脱字は論外 
   →一度書き上げてから、時間を十分において書き直す 
 

３．図表をうまく使う 
 

４．参考文献･業績リストなどを標準的な様式で見やすく配置する 
 

５．経費の積算を丁寧に積み上げているという印象を与える 
 

６．「記入要領」をよく読む 
 

７．自分の研究のためではなく、視野を広げて書くこと 
   →同じ分野の他の研究者との競争であると同時に、 
     審査委員は、この資金を助成することによって、申請 
     者はFAの期待に応えてくれるかという尺度でも申請書を 
     読む。その気持ちで申請書を書く。 
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URA室からのアドバイス 
   －よい「研究計画調書」を書くために－ 

URA室が発行した 

「教科書」がきっと 

助けになるでしょう 
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記述内容についての 
指示を忠実に守った 
記述となっているかを 
確かめる 

最初の書き出しで、 
明確に研究の目的を 
述べる。しかも、長く 
ない文章で。 

文章は平易に、
内容は高度に。 
行間をつめすぎ
ない。 

図表を活用する 

少々のスペー
スがあっても 
読み手には 
親切 

枠いっぱいに文字
をつめず、インデン
トを入れて空白部
分をつくる（上下 
左右とも）。 

適宜、改行し段落
を短くする。見出し
や箇条書きを導入
してポイントを見や
すく、かつ強調す
る。 
強調部分はゴチッ
ク体を使用するな
どの工夫も大事 
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審査委員は申請者の 

専門分野を理解している 

わけではない 

審査委員はたくさんの申請 

書類をできるだけ早く終え 

たいという気持ちで読む 

可読性を高める 

理解しやすい表現 

に努める 

評価しやすいよう 

審査員を誘導する 
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経費の積算を丁寧に 

－備品については、購入予定の 

 機器について、型式・価格など 

 十分に確認 

 

－国内･海外旅費は、年次計画 

 に沿った積算になっているか 

 確認する 

 

－会議費、謝金なども同様 

計画が杜撰かどうか、過大な 
経費要求になっていないかは、 
計画の本文と経費一覧を 
対比すれば、審査員はだいたい 
予測がつく。 

若手研究者支援制度に関する説明会 



要求されている情
報をもれなく記載 
する。 ひと目見て、 

見やすく整理して
あるという 
印象を与えること 
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何度も読み直すことが大切 

時間をおいて、もう一度読み直す 

もう一度、繰り返します 

そして、最後に 

提出前に、「教科書」の第５章 

「研究計画調書作成チェックリスト」 
で必ずチェックしてください 
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学術研究支援室では、URAと 

研究者が双方向のコミュニケー 

ションを通じて、よりよい研究支援 

体制を整えようとしています。その 

ためにも、今回配布した「教科書」 
をよりよいものに改良していきます 

http://goo.gl/LWfMv 
から、アンケートに回答 

いただくとともに、さまざま 

なご意見をURA室（Email:  

contact@kura.kyoto-u.ac.jp 

へお寄せください 

「教科書」の転載、複製、譲渡をしないでください！ 

一つだけご注意： 
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研究推進支援体制の整備－URA室としての取組み 
学術研究支援室（KURA)では、外部資金獲得とプロジェクト運営 
支援に向けた様々な活動を展開しています。 

Pre-Award 支援 Post-Award 支援 
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学術研究支援室と学内関連組織との連携 
研究担当理事が統括する本部ＵＲＡ組織（「学術研究支援室」）を新設。産官学連携本部における知的財産などに特化した専門組
織等の教職員、学内の各部局・研究プロジェクトで直接的に研究支援活動を担っている技術職員や教務職員、研究推進支援員、
URA職類似業務に従事する教職員・若手研究員を結ぶ「京都大学ＵＲＡネットワーク」を構築する。 

各部局・研究プロジェクトで直
接的に研究支援活動を担う 
教職員・若手研究員 

総 長 

研究担当理事 
役員会 

（理事７名） 

研究戦略 
タスクフォース 

学術研究 
支援室 
（新設） 

本部URA組織 

学際融合 
教育研究 
推進 

センター 
 

教員組織 

 
研究 
国際部 

 

研究推進 
事務組織 

専門組織教職員 

産官学 
連携本部 

情報環境
機構 

国際交流 
推進機構 

理学・工学系 

医学・生命系 

人文・社会科
学・情報系 

URA類似業務に 
従事する部局教職員 

知財・国際・情報技術等
の専門性に特化したURA
関連業務を担う組織 

京都大学URAネットワーク 

研究者（各部局・研究プロジェクト） 
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Establishment of Kyoto University URA Network 
Katsura Campus 

Uji Campus 

2 URAs & 
1 URA for CK Project 

Yoshida Main Campus 

Hokubu URA Office 

Yoshida URA Office 
for Humanities and Social Sciences 

Yoshida-Minami  
URA Office 

URA Office for 
Medicine (Hospital) 

Nansei-Chiku URA Office 

3 URAs 

4 URAs 

3 URAs 

2 URAs & 
1 URA for CK Project 

4 URAs 3 URAs 

KURA Office 
8 URAs 
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  URA室では、若手研究者の研究支援とともに、 
  将来、若手研究者のキャリアパスとなるような 
  職種（URA）とその制度が大学に定着していく 
  ことを目的とした事業を推進します。 
 

  
 
・ 研究支援活動に関心のある若手 
   研究者とURA室を結ぶネットワークをつくり、 
  「京都大学URAネットワーク」の一環として 
    若手研究者がURA制度定着に 
  向けて関心を寄せてもらえる活動を展開 
    します。 
・ 詳しくは、ウェブサイトをご覧ください 
  URL http://www.kura.kyoto-u.ac.jp/ 

学術研究支援室のURA 
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ご清聴ありがとうございました 
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